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家計調査報告（平成12年7～9月期平均）

１　全世帯の家計

前年同期比でみると，全世帯の消費支出は，平成9年10～12月期以降6期連続の実質減少となった後，

11年4～6月期は実質増加となり，7～9月期以降5期連続の実質減少となった。

２　勤労者世帯の家計

前年同期比でみると，勤労者世帯の実収入は，平成9年10～12月期以降5期連続して実質減少となっ

た後，11年1～3月期は実質増加，4～6月期は同水準となり，7～9月期以降5期連続の実質減少となった。

前年同期比でみると，消費支出は，平成10年7～9月期は実質減少，10～12月期は実質増加，11年1～

3月期以降5期連続の実質減少，12年4～6月期は同水準となり，7～9月期は実質減少となった。

資料：総務庁統計局

（注）「摘要」欄のゴシック体は，5％以上の増減を表す。

表5 収入及び支出の内訳（平成12年7～9月期―全国・勤労者世帯）
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図５　消費支出の対前年同期実質増加率（全国）


